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主な記事 第 31回
鴨山駕籠かき大会

11月10日（日）にみさとふるさとまつりと
併せて鴨山駕籠かき大会を行いました。
天候に恵まれず、途中から大雨が降り始
めましたが、例年と変わらない力強い走り
を見せました。
� （関連記事５ページ）
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第
10
回
美
郷
町
産
業
祭「
み
さ
と
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

が
、
11
月
10
日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

工
夫
を
凝
ら
し
た
食
べ
物
や
雑
貨
な
ど
で
、
数
多
く

の
団
体
が
出
店
し
、
粕
渕
の
通
り
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

毎
年
行
わ
れ
る「
鴨
山
駕
籠
か
き
大
会
」も
大
雨
が

降
り
、
あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
い
ざ
走

り
始
め
る
と
選
手
の
熱
気
が
会
場
を
熱
く
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

み
さ
と
ふ
る
さ
と
祭
り

アカスキライブ

チムチム
パフォーマンス

駕籠かき授賞式 各種展示

開会式

餅まき

第
10
回

滝原の青空サロン２号店でとった
里芋が入っています。

山くじら地産地消大鍋



邑智中学校吹奏楽部

島根中央高校吹奏楽部

おはし名人ゲーム餅つき

保育園児によるダンス

子ども食育○×クイズ
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第
10
回 

美
郷
町
花
の
あ
る
風
景
コ
ン
テ
ス
ト

花
と
緑
に
囲
ま
れ
た
潤
い
の
あ
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
地
域
や
団
体
、
職
場
、
個
人
の
優

れ
た
活
動
を
表
彰
す
る「
花
の
あ
る
風
景
コ
ン

テ
ス
ト
」の
審
査
の
結
果
、入
賞
さ
れ
た
団
体・

個
人
の
部
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

団体の部

最
優
秀

都
賀
西
連
合
自
治
会

優
　
秀

都
賀
地
域
婦
人
会

入
　
選

滝
原
す
ず
め
会

入
　
選

小
松
地
営
農
倶
楽
部

入
　
選

邑
智
中
学
校

個人の部

最
優
秀

新
田
　
一
之

優
　
秀

道
下
　
と
み
子

入
　
選

畑
田
　
忠
弘

入
　
選

松
本
　
明
子

▲団体の部　最優秀作品

▲個人の部　最優秀作品

美
郷
農
林
産
物
品
評
会

農
林
産
物
品
評
会
は
、
Ｊ
Ａ
島
根

お
お
ち
と
産
業
祭
実
行
委
員
会
の
共

催
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、
毎
年「
み

さ
と
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」に
併
せ
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
町
内

で
収
穫
さ
れ
た
白
ネ
ギ
や
イ
ン
ゲ
ン

な
ど
の
新
鮮
な
野
菜
や
、
ゆ
ず
や
キ

ウ
イ
な
ど
の
果
物
、
愛
情
を
こ
め
て

育
て
ら
れ
た
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
自

然
薯
な
ど
計
１
１
６
点
が
出
品
さ

れ
、
審
査
の
結
果
、
５
点
の
金
賞
が

決
定
し
ま
し
た
。

農林産物品評会　金賞受賞者
集落名 品 目 名 出品者名

滝　原 ブロンコインゲン 小脇　徹也

酒　谷 白ねぎ 加島　初美

乙　原 自然薯 尾原　　豊

小松地 トルコギキョウ
小松地
営農倶楽部

上　野 ゆず 三上フジエ
▲多くの作品が出品されました

▲受賞された方々
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第 31回鴨山駕籠かき大会

賞 チーム名
町 　長　 賞 　都賀行廿日会
農協組合長賞 ●こいさん会
観光協会長賞 ★アラサー会
商 工 会 長 賞 　JA島根おおち
森林組合長賞 　山興緑化みどり会

●町外チーム　　★女性チーム

順　

位

チ
ー
ム
名

タ
イ
ム

優　

勝
●
昇
龍
会

11
分
23
秒

第
２
位
●
ど
ん
が
め
ク
ラ
ブ
Ｂ

12
分
09
秒

第
３
位
●
フ
カ
イ
シ
ー
ズ

12
分
16
秒

第
４
位
●
ど
ん
が
め
ク
ラ
ブ
Ａ

12
分
26
秒

第
５
位
　

美
郷
町
職
員
組
合
青
年
部
14
分
10
秒

女
性
チ
ー
ム

優　

勝
★
ア
ラ
サ
ー
５

17
分
07
秒

第
２
位
★
ミ
ス
い
い
な
ん

17
分
48
秒

第
３
位
★
ポ
リ
ー
ス
で
ご
ざ
～
る

19
分
17
秒

●
町
外
チ
ー
ム
　
　
★
女
性
チ
ー
ム

アイデアの部

競技の部

▲大雨が降る中、連合婦人会による「美しき郷ダンス」▲選手宣誓の様子

優勝　昇龍会

観光協会長賞 ★アラサー会

森林組合長賞 山興緑化みどり会

農協組合長賞 こいさん会

町長賞　都賀行廿日会

商工会長賞 JA島根おおち
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部
門 ｾﾞｯｹﾝ№ チーム名 部門別順位 総合順位 タイム

一
般
の
部

10 君谷体協A 1 3 36:00
1 瑞穂中卒業生 2 4 36:43
2 弥栄走友会　仙人 3 5 36:54
3 弥栄走友会　どぶろく 4 9 40:22
9 浜原体協 5 10 40:51
6 119精鋭部隊 6 11 42;27
4 邑智郡森林組合 7 12 43:41
5 エネルギア 8 13 44:02
7 チーム火の用心 9 16 46:22
11 君谷体協B 10 17 46:35
8 粕渕体協 11 18 47:43

高校 21 瑞穂中学校O・B矢上高校 1 2 35:15

中
学
生
の
部

35 瑞穂中学校A 1 1 35:06
36 瑞穂中学校B 2 6 38:36
32 邑智中学校3年男子 3 7 39:45
34 温泉津中学校 4 8 40:09
33 邑智中学校野球部 5 14 44:29
31 邑智中カヌー・剣道 6 19 48:30

女
子
の
部

44 瑞穂中学校 1 15 44:48
42 邑智中学バレー部1年 2 20 50:22
41 邑智中学バレー部2年 3 21 51:40
43 邑智中カヌー・剣道・バレー 4 22 53:40

１区　区間賞 選手 タイム
一 般 の 部 瑞穂中卒業生 富永　友介 0:06:53
高 校 の 部 瑞穂中学校O・B矢上高校 加山　俊幸 0:06:27
中 学 校の部 瑞穂中学校A 宇津田　研 0:06:28
女 子 の 部 瑞穂中学校 三浦　梨奈 0:08:24

２区　区間賞 選手 タイム
一 般 の 部 瑞穂中卒業生 藤田　啓文 0:07:09
高 校 の 部 瑞穂中学校O・B矢上高校 石橋　和希 0:07:14
中 学 校の部 瑞穂中学校A 森脇　　光 0:07:09
女 子 の 部 邑智中学バレー部１年 門田　彩花 0:10:23

３区　区間賞 選手 タイム
一 般 の 部 君谷体協A 住吉　　歩 0:04:45
高 校 の 部 瑞穂中学校O・B矢上高校 實原　勇樹 0:04:48
中 学 校の部 瑞穂中学校A 和田　太樹 0:05:02
女 子 の 部 瑞穂中学校 洲濵　　愛 0:06:29

４区　区間賞 選手 タイム
一 般 の 部 弥栄走友会　仙人 金高　　司 0:07:43
高 校 の 部 瑞穂中学校O・B矢上高校 片山　太郎 0:08:44
中 学 校の部 瑞穂中学校A 小田　佑輝 0:08:18
女 子 の 部 瑞穂中学校 日高　真那 0:10:17

５区　区間賞 選手 タイム
一 般 の 部 君谷体協A 寺本　　剛 0:07:44
高 校 の 部 瑞穂中学校O・B矢上高校 上田　湧也 0:08:02
中 学 校の部 瑞穂中学校A 尼川　雅之 0:08:09
女 子 の 部 瑞穂中学校 加山　美貴 0:09:11

第10回美郷町駅伝競走大会開催‼
第10回美郷町駅伝競走大会（美郷町体育協会主催）が11月
17日（日）に開催され、Aコープ前から邑智小学校までの５
区間10.7kmのコースに22チームが出場しました。
午前11時にＡコープ前をスタートした選手たちは、沿道
からの温かい声援を受けながら、マートハロー前、カヌー博
物館入口、粕渕駅前の中継点でタスキをつなぎ、晩秋の美郷
路を舞台に健脚を競いました。

11
月
8
日（
金
）、
大
阪
か
ら
映
画

監
督
の
入
江
富
美
子
さ
ん
を
お
招
き
し

て
、
映
画『
光
彩
～
ひ
か
り
～
の
奇
跡
』

の
上
映
と
、
入
江
さ
ん
に
よ
る
人
権
講

演
会
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
は
大
和
中

学
校
で
全
校
生
徒
も
参
加
し
ま
し
た
。

上
映
映
画
は
、
病
気
に
よ
り
体
が
不
自

由
に
な
っ
た
主
人
公
の
前
向
き
な
生
き

方
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
す
。

美
郷
町
同
推
協

第
２
回
人
権･

同
和
教
育
講
演
会

�

～
映
画
監
督�

入
江
富
美
子
さ
ん
～

▲講師の入江富美子監督

そ
の
後
、
入
江
さ
ん
か
ら
は
、
自
分
の
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
学
生
か
ら
は
、「
後
ろ
向
き
か
ら
前
向
き
に
考
え
方
を
変
え
る

の
は
、
自
分
を
守
る
た
め
に
大
切
で
あ
る
し
素
敵
だ
と
思
っ
た
。」

「
日
々
の
生
活
の
中
で
自
分
に
ど
う
問
い
か
け
る
か
に
よ
っ
て
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
が
変
わ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。」等
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一
般
参
加
者

か
ら
は
、「
映
画
を
見
て
、
自
分
を
見
つ

め
直
す
良
い
機
会
と
な
っ
た
」「
何
か
困

難
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
も
、『
こ
こ
で
何
を

学
ぶ
の
だ
ろ
う
』と
プ
ラ
ス
に
考
え
て
い

き
た
い
」等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

長
時
間
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
と
て
も

真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒

の
皆
さ
ん
に
は
準
備
や
片
付
け
等
も
率
先

し
て
手
伝
い
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲約160名の参加があり、和やかに楽しく学習しました
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11
月
13
日（
水
）に
美
郷
町
と
公
益
財
団
法
人

し
ま
ね
産
業
振
興
財
団
が
、
産
業
振
興
に
関
す
る

包
括
的
業
務
協
力
協
定
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
美
郷
町
内
の
企
業
等
の
経
済
活

動
、
美
郷
町
内
で
の
事
業
活
動
に
対
し
、
情
報
提

供
、
相
談
活
動
な
ど
の
積
極
的
な
展
開
を
協
力
し

て
行
う
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
で
す
。
今
後
、
財

団
と
美
郷
町
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
情
報
の
共

有
化
に
よ
る
美
郷
町
の
産
業
振
興
・
地
域
振
興
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

美
郷
町
包
括
的
業
務
協
力

協
定
調
印
式

11
月
11
日（
月
）に
生
活
協
同
組
合
し
ま
ね
と

美
郷
町
が
、「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
生
活
物
資

供
給
な
ど
支
援
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」締
結
式

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
町

民
生
活
の
早
期
安
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

応
急
生
活
物
資
供
給
及
び
物
資
運
搬
の
支
援
を
生

活
協
同
組
合
し
ま
ね
か
ら
い
た
だ
く
為
に
締
結
さ

れ
る
も
の
で
す
。

生
活
協
同
組
合
し
ま
ね
の
安
井
光
男
理
事
長
は

「
行
政
と
地
域
の
取
引
先
と
の
連
携
を
強
め
、
地

域
住
民
の
安
心
・
安
全
を
作
っ
て
い
き
た
い
」と

話
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
応
急
生
活

物
資
供
給
な
ど
支
援
協
力
に

関
す
る
協
定
書
締
結
式

10
月
28
日（
月
）に
邑
智
大
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
か
ら
美
郷
町
へ
投
光
機
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。今

年
の
７
月
末
の
萩
・
津
和
野
、
８
月
の
豪
雨

災
害
に
対
し
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
財
団
の

緊
急
援
助
交
付
金
、
Ｍ
Ｄ
３
３
６（
中
国
・
四
国

地
域
）を
は
じ
め
、
全
国
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
か
ら
義

援
金
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
邑
智
大
和
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
美
郷
町
の
被
害
状
況
を
申
請

し
、
義
援
金
の
配
分
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
義
援

金
を
災
害
援
助
・
支
援
に
役
立
つ
よ
う
に
と
美
郷

邑
智
大
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

投
光
機
贈
呈
式

▲締結式の様子

▲調印式の様子

▲贈呈式の様子

▲握手を交わす町長と安井理事長（右）

▲握手を交わす町長と山崎代表理事（左）

町
に
バ
ル
ー
ン
投
光

機
５
基（
１
３
０
万

円
相
当
）を
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
既
に
美

郷
町
が
所
有
し
て
い

る
投
光
機
と
合
わ
せ

て
13
基
に
な
り
、
こ

れ
ら
の
投
光
機
は
災

害
時
に
役
立
つ
よ
う

に
、
各
連
合
自
治
会

単
位
に
一
基
ず
つ
配

備
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

7 広報みさと 2013.12



11
月
８
日（
金
）に
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
で「
元

気
な
邑
智
郡
大
賞
」の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
元
気
な
邑
智
郡
大
賞
」は
邑
智
郡
広
域
振
興

財
団
の
設
立
20
週
年
を
記
念
し
て
邑
智
郡
内
に
お

い
て
長
年
に
渡
り（
５
年
以
上
）地
域
づ
く
り
活

動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
個
人
・
団
体
の
功
労

を
た
た
え
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
美
郷
町
で
は
、

次
の
５
団
体
が
受
賞
し
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
受
賞
団
体
】

石
原
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ

沢
谷
地
域
連
合
自
治
会

う
し
お
ク
ラ
ブ

都
賀
・
長
藤
地
域
協
議
会

吾
郷
青
吾
会

11
月
23
日（
土
）、
24

日（
日
）の
二
日
間
、ゴ
ー

ル
デ
ン
ユ
ー
ト
ピ
ア
お
お

ち
の
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
23
日
に
は
、
野

村
武
雄
氏
に
よ
る
講
演

「
水
中
運
動
で
１
０
０
才

ま
で
元
気
」や
お
お
ち
ブ

ラ
ス
同
好
会
に
よ
る
演
奏

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
24
日

に
は
島
根
大
学
教
育
学
部

の
学
生
が
企
画
し
た
、
そ

ば
の
早
食
い
大
会
や
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
等
、
多

数
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は
多
種

多
様
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

み
、20
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

11
月
20
日（
水
）に
し
ま
ね
っ
こ
が
お
お
ち
保

育
園
に
来
園
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
か
わ
い
ら
し
い
し
ま
ね
っ
こ
に

夢
中
。
園
児
た
ち
は
し
ま
ね
っ
こ
と
一
緒
に「
し

ま
ね
っ
こ
ダ
ン
ス
」を
一
生
懸
命
楽
し
く
踊
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
取
組
は
、
島
根
県
が
県
内
の
保
育
園
、
幼

稚
園
等
の
園
児
と“
し
ま
ね
っ
こ
ダ
ン
ス
”を
通

じ
て
し
ま
ね
っ
こ
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

こ
と
を
目
的
と
し
、
県
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
か

ら
応
募
を
募
り
、
そ
れ
に
お
お
ち
保
育
園
が
応
募

し
た
こ
と
か
ら
来
園
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
か
ら
応

募
が
あ
っ
た
保
育
園
の
内
、
約
40
箇
所
を
11
月
８

日
ま
で
に
来
園
さ
れ
ま
し
た
が
、
応
募
が
あ
っ
た

の
は
１
２
０
箇
所
で
、
島
根
県
は
期
間
外
で
も
応

募
の
あ
っ
た
残
り
の
箇
所
を
今
年
度
中
に
出
来
る

限
り
来
園
す
る
予
定
で
す
。

元
気
な
邑
智
郡
大
賞

ゴ
ー
ル
デ
ン
ユ
ー
ト
ピ
ア
お
お
ち

20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

お
お
ち
保
育
園
に

し
ま
ね
っ
こ
来
園
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除雪作業にご協力を！
　積雪時に生活道路の確保と安全な冬道対策として、除雪作
業を行います。みなさんのご理解とご協力をお願いします。

　気温がマイナス 4℃以下になると、給水管や量水器、蛇口が凍って水が出なくなったり、破裂する凍
結事故が多くなります。
●凍結を防ぐには？
　①�給水管や蛇口に布切れや毛布、保温材を巻き、濡れないように上からビニールテープを隙間なく巻

いてください。
　②�量水器ボックス内には、布切れなどの保温材を濡れないように、ビニール袋などに入れて詰めてく
ださい。

　③�水抜き栓、不凍栓をご利用の家庭では、おやすみ前や留守にする時などには忘れずに水抜きをしましょう。
●凍結して水が出ないとき
　�蛇口を開け、凍った部分にタオルや布をかぶせ、蛇口の方からぬるま湯をゆっくりかけてください。
熱湯を急にかけると、ひび割れや破裂につながります。
●破裂やひび割れを起こしたとき
　�量水器ボックスの中の止水弁を閉め、破裂・ひび割れした箇所に布かテープをしっかり巻き付け、応
急処置をしてから修理を依頼してください。

除雪についてのお問い合わせ　役場建設課　☎ 75-1216
島根県県央県土整備事務所　維持管理部　維持グループ
☎ 0855-72-9621【土日・祝日、夜間：0855-72-9620】

◇路上駐車はやめましょう
　◦�除雪作業の障害となります。また、消火活動や救急活動にも�
重大な支障を来たします。絶対にやめましょう。

◇雪が降る前に樹木・竹等のご確認をお願いします
　◦�道路沿いの所有地内にある樹木や竹など積雪により道路へ倒れる恐れのあるものは、事前に
所有者で伐採等の適切な処置をお願いします。

　◦�なお、緊急の場合は、所有者に予告なく枝打ち、伐採、撤去を行うことがありますので、ご
理解をお願いします。

◇除雪作業中は除雪車に近づかないでください
　◦除雪車の作業中はたいへん危険ですので、絶対に近づかないでください。
◇除雪作業でできた玄関先や路肩の雪処理にご理解をお願いします
　◦�除雪作業は限られた時間で行うようにしています。交通確保を優先するため、除雪によって
自宅の玄関先や車庫前に寄せられた雪の処理について、大変ご迷惑をおかけしますが各家庭
のご協力をお願いします。

　◦�異常積雪時にはロータリー除雪車で田畑や山林等へ雪を飛ばす場合がありますので、ご理解
をお願いします。

◇�除雪作業時刻は場所によって時間に差があります
　◦�除雪作業は主要幹線道路を優先して行いますので、ご
理解をお願いします。

　◦�迅速な除雪作業を心がけますが、降雪量等により、早い
箇所、遅い箇所がありますので、ご理解をお願いします。

水道管の凍結に備えましょう！

▲

問い合わせ先　役場建設課（☎ 75-1215）
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平成 26年度の保育所（園）入所申込み申請を下記の日程により受付けます。
（平成27年３月までの途中入所も含みます。）

１．申込期間	 平成 26年１月 17日（金）～１月 31日（金）
	 平日の午前８時 30分～午後５時まで
２．提出書類	 保育所入所申込書（平成 25年中に就労がある方は源泉徴収票）
	 ※源泉徴収票は２月末までに提出ください。
３．申 込 先	 役場 住民福祉課 児童福祉係	又は	大和事務所	住民生活係
	 	申込書については、保育所（園）や郵送等で１月 14日頃のお届け予定です。届か

ない場合は、担当課までご連絡ください。
　※保育所（園）に入所するには、家庭で保育することができない理由が必要です。
　　（就労証明等保育に欠ける理由証明については、入所後にご提出ください。）
　※下記①②③の場合、入所希望状況により入所できない場合があります。
　　①就労可能な世帯員が、月 15日以上１日５時間以上の就労がない。
　　②就職活動中である。（誓約書の提出が必要になります。）
　　③申込期間中に申込の提出がない。（出産予定児の途中入所も含みます。）
　※ひとり親世帯の場合は、扶養状況等、生計主体者の所得で算定になります。
この期間に申し込みができない等、入所についてのご相談は下記担当係までご連絡ください。

「子ども・子育て関連３法」が平成24年８月に成立し、就学前の子どもの教育・保育や地域の子
育て支援を総合的に推進することを目的とした「子ども・子育て支援新制度」が平成27年度からス
タートします。
美郷町では新たな制度の実施に向け、「美郷町子ども・子育て支援推進会議」を設置し、町の実
情に合った事業計画の策定に向けて検討を行っていきます。そこで、町が策定する子ども・子育て
支援に関する事業計画の調査審議を行っていただく委員２名を募集します。

応募方法　	所定の応募用紙に必要事項を記入し、住民福祉課へ提出してください。
　　　　　	「美郷町子ども・子育て支援推進会議委員応募用紙」は、美郷町役場ホームページ又は

住民福祉課・大和事務所・各交流センターの窓口にあります。	
募集締切　平成 26年１月 10日（金）

平成26年度 保育所（園）入所申込みについて

子ども・子育て支援推進会議委員の募集について

▲
問い合わせ先　住民福祉課（☎ 75-1213）

▲

問い合わせ先　住民福祉課（☎ 75-1213）

応募資格
以下の条件をすべて満たす方
　①美郷町在住で、平成26年１月１日時点で20歳以上
　②子育て支援に理解と関心がある
　③年３～４回の平日昼間に開催する会議に出席が可能

募集人員 ２名
（委員は公募委員以外に、子育て支援関係事業者など、15名以内で構成されます）

任　　期 平成26年２月１日から２年間
報　　酬 会議出席時に、町の条例にもとづき報酬を支給
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民生委員・児童委員、主任児童委員の改選がありました

民生児童委員 厚生労働大臣感謝状 島根県知事感謝状 伝達

任期満了に伴い、民生委員・児童委員、主任児童委員の改選があり、12月１日付けで次の方々
に厚生労働大臣からの委嘱状交付がありました。
任期は、平成25年12月１日から平成28年11月30日までです。

▼問い合わせ　住民福祉課（☎ 75-1213）

【民生児童委員】� （敬称略）
地域 氏　　名 住　所 担当地区（自治会名	等）

沢　
　
谷

山下　　学 酒　谷 酒谷（上・下）、沢谷２区
難波　隆一 九日市 九日市
奥野　友弘 九日市 九日市下、片山
藤間　　進 千　原 千原、湯谷、大野猿丸
源　　連城 熊　見 石原、熊見

浜　
　
原

西谷　俊惠 上川戸 上川戸（上・中・下）
山本　普史 浜　原 小門原、新町
日原　淳英 浜　原 上市、中町、下市
波多野康博 信　喜 信喜、石見、高山
原田　元榮 滝　原 滝原、亀村

粕　
　
渕

安田　惠枝 粕　渕 旭町、栄町、新町、野井
景山　昌平 粕　渕 本町、相生町、稲荷町
大草　崇正 粕　渕 元町、末広町、高畑
矢渡　　升 湯　抱 寿町、共栄、湯抱、才ケ原
勝部美智子 久　保 久保、上粕渕、野間

吾　
　
郷

福嶋　脩二 吾　郷 吾郷、奥山
久佐　　浩 簗　瀬 簗瀬、明塚
竹本つた江 吾　郷 栗原
六路　博子 乙　原 乙原
戸田　慶子 乙　原 竹、田水

君
谷
・
別
府

能美　龍雄 小　谷 港、地頭所（小谷）、久喜原
渡邊　節子 京覧原 京覧原、小林
梅田　信雄 枦　谷 内田、枦谷
倉橋　敏江 惣　森 小松地（西・東）、惣森、寺谷
原　　　修 別　府 別府（上・中・下）、志君

地域 氏　　名 住　所 担当地区（自治会名	等）

比
之
宮

浜田　明美 村之郷 村之郷（１・２）
岡本　明憲 宮　内 宮内（１・２）
西島　里美 比　敷 比敷（橋ケ峠）、笹目

都　
　
賀

福井　益代 都賀西 都賀西（神・和手・長屋・
中・寺・下・光宅寺・住宅）

甲山由紀子 上　野 上野（上・中・飯谷・下・
大下・住宅）

黒田　　初 都賀本郷 都賀本郷（桐場・大原迫・上・
御領団地）

野村　　眞 都賀本郷 都賀本郷（町・中・下）
永妻　邦博 長　藤 魚切谷・原・響谷、大浦

都
賀
行

安部　　彰 潮　村 潮村（上・下）、曲利
竹内　三郎 都賀行 郷（上・下・住宅）、日平

吉村満里子 都賀行 猪之谷、山根、天神、神田、
高梨団地

【主任児童委員】� （敬称略）
地域 氏　　名 住　所 担当地区（自治会名	等）

邑智
垣田　光子 奥　山 邑智地域（吾郷・君谷・別府）
西上　時惠 熊　見 邑智地域（沢谷・浜原・粕渕）

大和 野村　祥子 都賀本郷 大和地域

民生委員・児童委員、主任児童委員名簿

▲景山町長と伝達式に出席された皆さん▲退任者を代表し、感謝の言葉を述べる門田辰夫さん

民生児童委員の任期満了に伴い10名の皆さんが退
任されました。
12月７日の感謝状伝達式では、島根県知事及び美
郷町長からの感謝状のほか、６年以上在任された７名
に厚生労働大臣からの感謝状が伝達されました。

<退任された皆さん> 　（　　）内は在任年数＊敬称略
　矢上　博昭（15年）� 井上　俊宏（13年 11月）
　三上　晃生（9年）� 坂東　良一（9年）
　門田　辰夫（6年）� 藤原　節子（6年）
　大畑　光子（6年）� 田平カズヱ（3年）
　塩田　政美（3年）� 山根　健一（3年）
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笹畑クリーンセンターについて
　12月30日（月）～平成26年１月４日（土）は年末年始のためお休みします。
　（直接搬入は12月28日（土）から平成26年１月５日（日）の間、受付しません。）

【年末年始前後の収集日程表】（12/22㈰～H26.1/11㈯）
日 月 火 水 木 金 土

12/22 12/23
燃えるごみ

12/24 12/25
容器包装　紙

12/26
燃えるごみ

12/27
プラスチック

12/28
燃えるごみ

12/29
プラスチック

12/30 12/31 H26.1/1 H26.1/2 H26.1/3 H26.1/4

H26.1/5
燃えるごみ

H26.1/6
燃えるごみ

H26.1/7
プラスチック

H26.1/8
容器包装　紙

H26.1/9
燃えるごみ

H26.1/10
プラスチック

H26.1/11

※「ペットボトル」の１月の収集日は町内全域１月15日（水）、29日（水）です。

し尿汲み取り処理業者について
★各業者の年末年始のお休みについて
　クリーン株式会社（邑智地区）12月29日（日）～平成26年１月５日（日）
　邑智郡浄化槽センター（大和地区）12月28日（土）～平成26年１月５日（日）
　①邑智地区　年末年始前後の汲み取り日
　　「沢谷・浜原地区」12月25日（水）・１月16日（木）　
　　「粕渕・吾郷地区」12月26日（木）・１月15日（水）
　　「君谷・別府地域」　１月10日（金）
　②大和地区　１月の汲み取り日：１月９日（木）
※連絡先　邑智地区→クリーン株式会社（☎75－1310）　大和地区→邑智郡浄化槽センター（☎72－0761）

火葬場（眺江苑・大和斎場）について
　年末年始は１月１日（水）のみ休業し、年末は12月31日（火）まで、年始は１月２日（木）以降通常どおりです

年末年始（休み）

　冬期には各家庭において灯油の使用頻度の増加や、車両等のス
リップによる交通事故の増加により、油流出事故や河川等での水
質汚濁事故が毎年町内で数件発生しています。

「流出事故を防ぐためのポイント」
　①�灯油をストーブ等に給油する際は、途中でその場から離れな
いようにしましょう。

　②�冬期は道路が凍結していることがありますので、安全運転を
心掛けスピードの出しすぎに注意しましょう。

　また、河川に油が浮いていたり白濁していたり、誤って油を流
出させてしまった場合は、役場保健衛生課（☎ 75-1932）また
は島根県県央県土整備事務所維持管理部（☎ 72-9616）まで連
絡をお願いします。早期発見、早期対応が被害の拡大を防ぎます。

「水質汚濁事故を防止し大切な水を守りましょう」

平成 24年 11月 28日（水）午前６時 30分頃。町内長藤にて
国道 375 号線から江の川へ車が転落し油漏れ事故が発生した
際の写真

年末年始のごみ処理とし尿汲み取り、火葬場について
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問い合わせ先　保健衛生課（☎75-1932）

健康
まめ知識 No.92

年末年始の体重増加に注意‼
今年もいよいよあとわずかになりました。忘年会やクリスマス、正月休みなど年末年始の行事が続き食べ過
ぎてしまうことはありませんか。

＊�食事の基本は「４つのお皿」ですが、年末年始はなかなかそういかないですよね。
　そこで年末年始の食べ方のポイントについてアドバイスします‼

◎�クリスマス料理、おせち料理は肉魚卵等（主菜）が多くなりがちです。野
菜との組みあわせで華やかに盛り付け、目でも楽しみましょう。鍋料理等
もとり入れて、野菜をたっぷりとりましょう。

ポイント
①主食と主菜は量を決めよう。

②野菜のお皿は毎食２皿
　・	野菜は色の濃い野菜と薄い
野菜を組み合わせて

③主菜になるおかずは１品
　・	１皿以上食べないようにし
よう

④�おやつの食べ過ぎに気をつけ
よう

★おもち	 丸もち２個（１升で40個の餅）＝ごはん150ｇ（女茶碗１杯）　
	 大きめの丸もち２個（１升で30個の餅）＝ごはん200ｇ（男茶碗１杯）
★かまぼこ	 魚のたんぱく質が手軽にとれますが、かなり塩分もあるので注意しましょう。
★数の子	 コレステロールを多く含みますので縁起物として少量にしましょう。
★栗きんとん	 	市販の物はかなり甘く、「サツマイモ」の栄養素ではなく、「甘いおやつ」と同じになり

ます。手作りの時は砂糖を控えましょう。
★黒豆	 市販品は砂糖が多いので少量を、手作りの時は薄味で作りましょう。
★果物	 	大きさにもよりますが、１日に柿は１個、みかんは２個が適量です。「つるし柿」は果物

ではなく、「甘いおやつ」と同じになります。

副菜 野菜料理
主に野菜だけで作る

主菜
メインの料理

ご飯の量の目安
～３歳まで	： 90g
３ 歳 以 上	：110g
小学１～２年生：160g
小学３～４年生：180g

小学５～６年生：200g
中　学　生：225g
成 人 男 性：200g
成 人 女 性：150g

 肉 ：手のひら大� 卵：１個
豆腐：1/4 丁� 魚：１切れ

副菜 または汁物
主に野菜だけで作る

主食 ご飯、麺、パン
上記のどれか１種類

上記の材料の主に１種類で作り、
調味料は控えめに、野菜はたっ
ぷり付けよう

4つのお皿はバランスのとれた食事
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Information

さ
い
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
が
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
予
め
役
場
住
民
福
祉
課
（
電
話

７
５・１
２
１
３
）へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
平
成
26
年
１
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
～

●
会
場　
大
和
事
務
所　
多
目
的
ホ
ー
ル

相
続
・
贈
与
税
無
料
相
談
会

　
２
月
23
日
（
日
）
は
税
理
士
記
念
日
で

す
。
こ
の
日
に
相
続
・
贈
与
税
に
関
す
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
相
続
の
発
生
時
、
ま
ず
税
理
士
に
相
談

し
て
も
ら
う
と
、
司
法
書
士
な
ど
と
も
連

携
し
て
、
そ
れ
ら
の
手
続
き
を
行
い
ま
す

の
で
、
わ
ず
ら
わ
し
さ
に
悩
ま
な
く
て
す

み
ま
す
。

●
日
時　
平
成
26
年
２
月
23
日
（
日
）

　
①
10
時
～
12
時　
②
13
時
～
15
時

　
相
談
の
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●�

場
所　
江
津
市
「
地
域
地
場
産
業
セ
ン

タ
ー
」（
通
称　
地
場
産
セ
ン
タ
ー
）

●
料
金　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
中
国
税
理
士
会
浜
田
支
部

　
（
☎
０
８
５
５・２
３・７
５
７
５
）

第
５
回
　
親
か
ら
は
じ
め
る
縁

結
び
交
流
会
の
開
催
に
つ
い
て

～
き
っ
か
け
づ
く
り
に
親
も

�

一
役
！
親
の
見
合
い
交
流
会
～

　
島
根
県
で
は
結
婚
を
希
望
す
る
人
の
出

会
い
の
機
会
を
創
出
す
る
事
業
の
一
環
と

し
て
、
子
ど
も
に
代
わ
っ
て
親
同
士
で
お

見
合
い
を
し
、
お
互
い
の
情
報
交
換
な
ど

を
行
う
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
結
婚
を
希
望
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

適
当
な
相
手
に
め
ぐ
り
会
え
な
い
と
い
う

ギ
ャ
ッ
プ
が
指
摘
さ
れ
る
中
、
出
会
い
の

機
会
を
増
や
す
た
め
に
親
も
一
役
買
っ
て

も
ら
お
う
と
い
う
趣
旨
で
開
催
す
る
も
の

で
す
。

●
日
時　
平
成
26
年
２
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
（
受
付
13
時
～
）

●
場
所　
パ
ル
メ
イ
ト
出
雲

�

（
出
雲
市
今
市
町
２
０
６
５
）

●
内
容

　
①
婚
活
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー

　
②
情
報
交
換
会

●
募
集
人
数
　
男
女
各
15
名

●�

参
加
要
件　
子
ど
も
本
人
が
結
婚
を
望

ん
で
お
り
、
親
が
こ
の
交
流
会
に
参
加

し
、
自
分
に
代
わ
っ
て
婚
活
す
る
こ
と

に
同
意
し
て
い
る
こ
と
。

●
参
加
費　
無
料

●
申
込
締
切

　
平
成
26
年
１
月
17
日
（
金
）
必
着

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
島
根
県
少
子
化
対
策
推
進
室

　
〒
６
９
０

－

８
５
０
１

　
松
江
市
殿
町
１
番
地

　
☎
（
０
８
５
２・２
２・６
４
７
５
）

　
ＦＡＸ
（
０
８
５
２・２
２・６
０
４
５
）

原
田�

保
夫�

国
土
交
通
省
国
土

交
通
審
議
官
講
演
会
の
開
催
に

つ
い
て

　
国
土
交
通
省
に
お
い
て
重
要
な
政
策
に

関
す
る
事
務
を
統
括
し
て
お
ら
れ
る
国
土

交
通
審
議
官�

原
田
保
夫�

氏
を
お
招
き
し

「
国
土
と
防
災
」
と
題
し
て
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時　
平
成
26
年
１
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～

●�

場
所　
邑
南
町
下
田
所　
邑
南
町
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
（
田
所
公
民
館
）

　
邑
智
郡
邑
南
町
下
田
所
２
８
２

－

１

●
講
演

　
【
講
師
】�

原
田　
保
夫　
氏

�

（
国
土
交
通
省
国
土
交
通
審
議
官
）

　
【
演
題
】「
国
土
と
防
災
」

　
プ�

ロ
フ
ィ
ー
ル　
東
大
法
卒
。
77
年
建

設
省
入
省
、
国
交
省
官
房
総
括
審
議

美
郷
町

教
育
委
員
会
委
員

就 任
　
垣
田
光
子
氏
（
奥
山
）
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
第
四
回
美
郷
町
臨
時
議
会
で
の
同

意
を
得
て
、
十
一
月
六
日
付
で
竹
下
尚
子

氏
（
小
谷
）
が
新
た
に
教
育
委
員
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

�

竹
下　
尚
子

�

（
小
谷
）

▼
新
し
い
委
員
構
成

　
教
育
委
員
長　
林　
朋
宏
氏
（
粕
渕
）

　
職
務
代
理
者　
田
邊　
積
氏
（
熊
見
）

　
教
育
委
員　
三
上
邦
彰
氏
（
都
賀
西
）

　
教
育
委
員　
竹
下
尚
子
氏
（
小
谷
）

　
教
育
長　
田
邊
哲
也
氏
（
都
賀
本
郷
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
（
☎
７
５・１
２
１
７
）

消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
と
無
料
法
律

相
談
の
開
催
に
つ
い
て

　

島
根
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
に
よ

る
「
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
と
無
料
法
律
相

談
」
を
実
施
し
ま
す
。
身
近
な
消
費
生
活

に
関
す
る
講
演
と
相
談
員
に
よ
る
個
別
相

談
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
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Information

　工業統計調査は、我が国の工業の実態を明らかにすることを
目的とした統計法に基づく報告義務がある重要な統計です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利
活用されます。
調査票に記入した内容は、統計作成の目的以外に使用すること
は絶対にありません。調査の趣旨・必要性を御理解いただき、
協力をお願いいたします。

○対　　象
　　従業者４人以上の全ての製造事業所
○調査時点
　　平成 25年 12月 31日

官
、
土
地
・
水
資
源
局
長
を
経
て
10

年
8
月
内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災

担
当
）、
13
年
8
月
か
ら
現
職
。
島

根
県
邑
南
町
日
貫
出
身
。
61
歳
。

●
主
催

　
邑
智
郡
町
村
会

　
邑
智
郡
町
村
議
会
議
長
会

　
一
般
社
団
法
人
島
根
邑
智
建
設
業
協
会

▼
問
い
合
わ
せ
先　
邑
智
郡
町
村
会

　
（
☎
０
８
５
５・７
２・０
０
１
５
）

美
郷
町
簡
易
水
道
の

水
質
検
査
結
果

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
設
課
（
☎
７
５・１
２
１
５
）

鉄
道
路
沿
線
の
支
障
竹
林
等
伐
採
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

・�

三
江
線
の
列
車
運
行
に
支
障
す
る
鉄
道
路
沿
線
の
倒
竹
木
等
を
伐
採
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
有
り
ま
す
。

・�

線
路
内
に
入
る
と
危
険
で
す
の
で
、
線
路
内
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・�

鉄
道
路
沿
線
の
竹
木
等
が
線
路
内
に
入
り
、
列
車
運
行
を
支
障
す
る
と
こ
ろ

を
発
見
さ
れ
ま
し
た
ら
、
米
子
施
設
指
令
（
☎
０
８
５
９・３
２・６
３
８
８
）

へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇 ローソン

R9 ★ 〇       〇
一畑トラベル

島根県弁護士会所属 

弁護士法人 山陰リーガルクリニック大田事務所

（相 談 料）平日有料　60分まで6,300円(税込)
（相談内容）○相続のこと　○家庭のこと　○借金のこと　○仕事のこと
　　　　　○不動産のこと　○成年後見のこと　○その他法律問題全般

★土 曜 無 料 法 律 相 談　月1回土曜日に行っております
　初回30分まで無料・要予約
(正式に事件をご依頼頂いた場合は　別途弁護士費用が発生します。)

大田市長久町長久ロ307番地5
（駐車場有り）
TEL 0854-83-7780
FAX 0854-83-7781
http://www.sanin-lc.jp

中央信金
山陰リーガル
クリニック
大田事務所

交通事故発生状況（11月）
発生
（件）

死者
（人）

傷者
（人）

飲酒運転
（件）

邑智郡 11月中 1 2 0 1
前年比 -3 2 -4 0

美郷町
11月中

1 2 0 0
邑智地域 1 2 0
大和地域 0 0 0
月末累計 3 2 2 0
前年比 -1 2 -3 -2

島根県 累　計 1474 25 2853
前年比 -65 -15 -57

※ 11月に美郷町内において死亡事故が発生しました。

検査実施（11月27日） 結　果 評価 対応

粕渕・浜原簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

吾 郷 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

別 府 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

君 谷 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

酒 谷 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

石 原 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

潮 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

都 賀 行 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

比之宮地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

都 賀 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —
※なお、検査結果の詳細は、ホームページで公表しています。

工業統計キャラクター
コウちゃん 経済産業省・島根県・役場企画課

平成25年工業統計調査を行います

12月20日から１月９日までは年末・年始の交通事故防止運動期間です。
　１．飲酒運転の根絶　２．高齢者の交通事故防止　３．夕暮れと夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　４．全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底　５．冬道での安全運転の徹底
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Information

防
犯
功
労
賞
を
受
賞

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
！

こ
こ
ろ
の
健
康
標
語
入
賞
作
品
決
定

川
角
義
信
さ
ん
と
黒
川
民
次
郎
さ
ん
の
２
人
が
防

犯
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
、
10
月
30
日（
水
）に
川
本

警
察
署
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
月
20
日（
水
）総
理
大
臣
官
邸
に
お
い
て
、

美
郷
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
が
、
平
成
25
年
度
子
ど
も
若
者
育
成
・
子
育

て
支
援
功
労
者
と
し
て
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

本
表
彰
は
子
ど
も
・
若
者
を
育
成
支
援
す
る
活

動
及
び
、
子
育
て
を
担
う
家
族
を
支
援
す
る
活
動

に
取
り
組
み
、
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
企
業
、
団

体
又
は
個
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

受
賞
の
理
由
と
し
て「
こ
れ
ま
で
利
用
者
の
少

な
か
っ
た
図
書
室
を
、
子
ど
も
は
も
と
よ
り
、
子

育
て
中
の
親
や
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど

年
間
約
５
千
人
が
利
用
す
る
居
場
所
に
変
え
た
。

こ
う
し
た
図
書
室
の
利
用
の
増
加
や
利
用
世
代
の

拡
大
が
町
立
図
書
館
の
建
設
に
つ
な
が
っ
た
。」

と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
石
田
正
雄
さ
ん
が
交
通
安
全
功
労
者
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

石
田
さ
ん
は
多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
の
た
め
に

　
大
田
圏
域
健
康
長
寿
し
ま
ね
推
進
会
議
及
び
美
郷
町
健
康
づ

く
り
推
進
協
議
会
で
は
、
地
域
住
民
の
こ
こ
ろ
の
健
康
へ
の
理

解
・
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
標
語
を
募
集
し
美

郷
町
か
ら
は
80
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
美
郷
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
、
自
死
対
策
庁
内
連
絡
会

の
委
員
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
、次
の
方
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

美
郷
町
最
優
秀
賞�

　
邑
智
中
３
年　
菅
原�

茜
さ
ん

　
「
あ
り
が
と
う　
笑
顔
に
な
れ
る　
合
言
葉
」

�

（
大
田
圏
域
健
康
長
寿
し
ま
ね
推
進
会
議　
優
秀
賞
に
も
入
賞
さ
れ
ま
し
た
）

美
郷
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
会
長
賞

�

邑
智
中
１
年　
清
水�

日
向
子
さ
ん

　
「
あ
い
さ
つ
は　
心
を
笑
顔
に　
す
る
言
葉
」

美
郷
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
会
長
賞�

一
般　
樋
ケ�

司
さ
ん

　
「
ほ
ほ
笑
め
ば　
ほ
ほ
笑
み
返
し
の　
贈
り
物
」

石
田
　
正
雄
さ
ん
（
吾
　
郷
）

川
角
　
義
信
さ
ん
（
君
　
谷
）

黒
川
民
次
郎
さ
ん
（
都
賀
行
）

島
根
県
警
察
本
部
長
・

（
一
財
）島
根
県
交
通
安
全
協
会
長
連
盟
表
彰

ま
た
、
11
月
29

日
に
は
、
美
郷
町

山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
図
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
か
ら

景
山
町
長
に
受
賞

報
告
が
あ
り
、
町

長
か
ら
は
こ
れ
ま

で
の
活
動
に
対
し

謝
辞
と
今
後
の
活

躍
へ
の
期
待
を
述

べ
ま
し
た
。

積
極
的
に
活
動
さ
れ
、

そ
の
功
労
が
多
大
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
11
月
18
日（
月
）

に
美
郷
町
長
よ
り
伝
達

を
行
い
ま
し
た
。

二
人
は
長
年
に
わ
た

り
地
域
の
自
主
防
犯
活

動
に
貢
献
し
た
と
し
て
、

川
角
さ
ん
は
中
国
管
区

警
察
局
長
と
中
国
防
犯

連
合
会
長
か
ら
連
名
で

防
犯
功
労
者
表
彰
、
黒

川
さ
ん
は
全
国
防
犯
連

合
会
長
か
ら
防
犯
栄
誉

銅
賞
を
、
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
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Information

木
積
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
６
回　
剱
乃
道
少
年
剣
道
大
会

�
出
雲
市
立
体
育
館

こ
の
大
会
は
10
月
19
日
に
県
内
か
ら
70

チ
ー
ム（
３
７
７
名
）の
強
豪
選
手
が
集
う

大
き
な
大
会
で
す
。
木
積
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
か
ら
、
小
学
校
の
部
、
低
学
年
の
部
、

中
学
生
の
部
に
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
、
中
学

生
の
部
で
は
見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

第
36
回
島
根
県
少
年
剣
道
錬
成
大
会（
学
年
別
個
人
戦
）

�

松
江
市
・
総
合
体
育
館

こ
の
大
会
は
11
月
４
日
に
島
根
県
内
か
ら

５
３
８
名
の
小
中
学
生
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
学

年
別
の
個
人
戦
で
す
。
全
て
の
選
手
が
優
勝
を
目

指
し
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。
木
積
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら

も
15
名
の
選
手
が
出
場
し
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残

し
ま
し
た
。各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

入
賞
者（
敬
称
略
）

　
小
学
１
年
生
男
子
の
部�

優　
勝　
檜
垣　
翔
希

　
小
学
２
年
生
男
子
の
部�

準
優
勝　
多
久　
武
琉

　
小
学
３
年
生
女
子
の
部�

準
優
勝　
竹
内
紫
奈
乃

　
小
学
３
年
生
男
子
の
部�
優　
勝　
山
根　
　
平

　
中
学
３
年
生
男
子
の
部�
準
優
勝　
山
根　
　
温

あ
の
子
も
う
七
五
三
か
と
驚
き
し�

吉
迫
ス
ズ
ヨ

紅
葉
越
し
小
さ
く
見
ゆ
る
ド
ー
ム
か
な�

日
高　
笑
子

子
供
部
屋
魚
と
ハ
ー
ト
の
目
貼
か
な�

北
原　
敏
枝

里
祭
待
つ
楽
し
み
の
今
も
な
ほ�

小
笠
原
松
子

か
す
か
な
る
江
川
瀬
音
冬
に
入
る�

難
波　
忠
枝

長
き
夜
の
く
り
返
し
読
む
便
り
か
な�

大
嶋　
琴
枝

悲
し
み
を
心
に
秘
め
つ
秋
深
む�

三
島　
澄
江

報
恩
講
何
は
さ
て
お
き
参
ら
ね
ば�

玉
岡　
弘
子

幽
艶
と
見
し
尾
根
越
え
て
ゆ
け
る
霧�

吉
迫
ア
キ
ミ

逝
き
し
日
も
法
事
の
日
に
も
時
雨
か
な�

石
田　
悦
子

初
時
雨
遠
ざ
か
り
行
く
人
の
声�

黒
岩
ア
ヤ
子

紅
葉
の
七
合
目
ま
で
な
る
大
山�

山
田　
幸
造

修
復
の
神
在
月
や
大
社�

岡
先
登
美
子

秋
祭
傘
ぼ
こ
揺
ら
ぎ
人
も
揺
れ�

玄
田
ト
ミ
ヱ

古
民
家
の
軒
に
揺
れ
ゐ
し
吊
し
柿�

中
原
美
都
子

鰯
雲
高
層
ビ
ル
に
映
り
を
り�

大
久
保
朝
子

異
国
人
法
被
鉢
巻
秋
祭�

坪
内　
良
子

吾
の
好
き
な
柿
年
な
る
を
喜
ば
ん�

甲
山
由
紀
子

紅
葉
狩
句
友
集
ひ
て
バ
ス
の
旅�

西
島　
誠
子

秘
峡
な
ほ
紅
葉
の
山
の
奥
に
あ
り�

高
田　
登
子

子
等
の
声
獣
め
き
た
る
暮
の
秋�

高
橋　
浩
子

英
国
の
土
産
に
派
手
な
冬
帽
子�

高
橋　
和
子

冬
濤
や
岩
に
砕
け
て
立
ち
上
が
る�

森
田
佳
代
子

片
時
雨
出
逢
ひ
し
人
と
話
す
う
ち�

和
田　
伸
子

曇
る
窓
拭
き
て
見
入
る
や
紅
葉
狩�

石
田　
照
子

紅
葉
狩
カ
メ
ラ
に
納
め
戻
り
け
り�

松
村
み
は
る

渓
谷
の
木
々
の
紅
葉
や
湧
き
上
が
る�

渡
邊　
光
廣

冬
耕
の
夫
の
姿
の
頼
も
し
く�

西
嶋
千
恵
美

選
者
吟

裏
表
見
せ
場
の
あ
り
し
紅
葉
渓

選
者　

服
部
　
康
人　
先
生

▲多久　武琉

▲山根　平

▲檜垣　翔希

▲竹内　紫奈乃
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人口と世帯

（　）は先月との比較（住民基本台帳による 12月１日現在）

人 口　5,312 人
　男　　2,485 人	 （－ 7人）
　女　　2,828 人	 （－ 6人）
世帯数　2,387 世帯	（－ 5世帯）

１月の行事予定

2013
年

第
111号

12
月
号

１日 ㈬

２日 ㈭

３日 ㈮ 成人式（浜原隣保館）

４日 ㈯

５日 ㈰ 出初式

６日 ㈪ 官庁仕事始め

７日 ㈫

８日 ㈬

９日 ㈭

10日 ㈮ 思春期こころの健康相談（県央保健所）

11日 ㈯

12日 ㈰

13日 ㈪ 第８回みさと杯小学生バレーボール大会
（邑智中学校）

14日 ㈫ すくすく相談（美郷町保健福祉センター）

15日 ㈬ みさとお元気セミナー　運動編（大和事務所）
こころの健康相談（美郷町保健福祉センター）

16日 ㈭

17日 ㈮ こころの健康相談（県央保健所）

18日 ㈯

19日 ㈰

20日 ㈪

21日 ㈫

22日 ㈬

23日 ㈭

24日 ㈮

25日 ㈯

26日 ㈰

27日 ㈪

28日 ㈫

29日 ㈬ こころの健康相談（県央保健所）
みさとお元気セミナー　運動編（浜原隣保館）

30日 ㈭

31日 ㈮
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